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Ⅰ SPring-8 蛋白質結晶構造解析ビームラインの高度化研究 

Research and Development for SPring-8 Structural Biology Beamlines 
 

山本雅貴 
Yamamoto, M. 

 

SPring-8 構造生物学用ビームラインにおいて、微小結晶構造解析や超高分解能解析を可能にする極

限結晶構造解析にむけたビームライン開発や、データ収集の簡便化に向けた測定自動化技術の開発を

進めた。微小結晶構造解析では、微小結晶からの微弱な回折強度の S/N を最大化する為に、ミクロン

オーダの微小試料サイズと同等の大きさに放射光ビームを集光可能な｢ターゲットタンパク研究プロ

グラム｣用の超高輝度マイクロビームビームライン（BL32XU）の研究開発を進めている。また、測

定自動化システムでは、メールインデータ測定に加えリモートアクセス技術の開発を進めている。 

 

 

Ⅱ 蛋白質結晶構造解析での新規解析手法の開発 

Research and Development for Protein Crystallography 
 

山本雅貴 
Yamamoto, M. 

 

SPring-8 の超高輝度放射光は、20 ミクロン程度のタンパク質微小結晶からの構造解析や、タンパ

ク質の機能理解に向けたサブアトミック分解能での精密構造解析を可能にした。しかし、超高輝度放

射光はタンパク質結晶に重篤な放射線損傷を与え、その精密構造解析にとって最大の障害となってい

る。そこで、放射線損傷の低減を目標として、複数結晶の独立な回折イメージにより強度データ収集

法の開発を進めている。また、微小角振動法による高速かつ高 S/N データ測定を実現するために、X
線 CMOS 検出器を用いた連続回転データ収集法を開発している。 

 

 

Ⅲ 脂質メディエータの構造生物学的研究 

Structural study of proteins involving in lipid-mediators 
 

吾郷日出夫 
Ago, H. 
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 生体膜に由来する脂質の代謝産物である脂質メディエータは、生体の機能調節に預かり、その代謝

の混乱は様々な病気の症状の原因になっている。本研究では、ヒト疾病に直接関与する脂質メディエ

ータ代謝蛋白質の構造研究を通し、脂質メディエータの代謝機構についての理解を深め、ひいては疾

病治療薬開発において最先端技術の使用に道を開く事を目的とする。この中で、ヒト由来膜貫通型タ

ンパク質ロイコトリエン C4 合成酵素や、同じくヒト由来膜貫通型タンパク質プロスタグランジン E2

合成酵素 1 の結晶構造解析、酵素活性の生化学的解明、阻害剤探索を推進している。 
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